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181	  巻頭言  学生会員・若手研究者へのメッセージ
黒田一幸

185	  論説  挑戦を志す若手の皆さんへの新たな支援 
――創発的研究支援事業の創設とその背景について
岡村直子

187	  我が社の自慢  美容の世界に科学で迫る小さな研究所
ワミレスコスメティックス株式会社

191	  お知らせ  2019年度 日本化学会 各賞表彰

229	  特集  マイクロ波化学のルネサンス
チ～ンする！ 電子レンジ調理が手軽で速いことは日常生活で誰もが経験している。レー
ダー技術の副産物から始まった加熱法は，1986 年には有機合成に応用された。マグネト
ロンに加えて半導体発振器の実用化，マイクロ波反応装置の開発，温度測定やエネル
ギー分布可視化シミュレーションなど周辺技術の発展に伴い，熱的効果のほかに「マイク
ロ波特異効果」の存在が明らかになりつつある。本特集では新たなステージに突入した
マイクロ波化学の最近の展開を紹介する。 〔担当：西山　繁・山田　徹〕

  1  「マイクロ波化学」という分野はどう認知・確立できるか 
――既存の化学をパワーアップする古くて新しいツール
和田雄二

  2 マイクロ波による有機合成反応促進効果の理解と現状
高谷　光

  3 マイクロ波化学の理論
杉山順一

  4 マイクロ波有機合成化学のルネサンス――特異効果はあるのか！
山田　徹

  5 マイクロ波酵素反応の作用機序を解き明かす
清水弘樹

  6 電磁波照射効果を「見る」 
――「その場」観察を駆使した電磁波駆動化学の理解
椿　俊太郎

  7 マイクロ波によるたたら製鉄法のルネサンス 
――高酸素ポテンシャルによる低炭酸ガス排出型次世代製鉄法
樫村京一郎

  8 マイクロ波化学プロセスのグローバルスタンダード化 
――第 3のエネルギー伝達手段による化学プラント革新
塚原保徳

  9 International perspectives on microwave heating in 
organic synthesis 
――There is renewed interest in microwave chemistry research
Michael A. FRASSO, Albert E. STIEGMAN, Gregory B. DUDLEY

表紙：第100春季年会会場の東
京理科大学野田キャンパス。（提
供：東京理科大学）
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258	  私の自慢  千里の道も一歩から――しかし川の流れのように
渡邉正義

261	  Division Topics 

  1 有機化学　任意の発光色素を円偏光発光色素に変化させ
る手法

  2 高分子　ヘリカルラダーポリマーの合成と応用

262	 化学会発
産学官連携から産学官共創へ ―第 100春季年会 ATP（Advanced Technology Program）2020―　 
産学交流委員会 ATP企画小委員会

264	 支部だより
身の回りの化学の不思議を感じる大切さ　東北支部

265	 部会だより
大盛会となった「Okinawa Colloids 2019」　コロイドおよび界面化学部会

266	 CCIサロン
ケミストの趣味　徳永　信
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